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第
六
十
九
回
全
日
制
・
第
六
十
一
回

定
時
制
卒
業
式
が
三
月
一
日
（
水
）
朝

夕
に
分
け
挙
行
さ
れ
た
。

　

清
水
校
長
は
、「
今
日
の
よ
う
な
社

会
で
人
と
人
と
が
信
頼
を
紡
ぎ
安
心
を

得
る
に
は
、『
相
手
の
こ
と
を
理
解
し

よ
う
と
努
め
る
こ
と
』『
自
分
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
し
っ
か
り
持
つ
こ

と
』『
自
分
を
理
解
し
支
え
て
く
れ
そ

う
な
人
を
つ
く
る
努
力
を
惜
し
ま
な
い

こ
と
』
が
重
要
で
あ
る
。
あ
な
た
の
生

き
様
に
共
感
し
、
協
同
し
た
い
と
思
う

多
く
の
人
々
と
の
出
会
い
を
信
じ
、
新

た
な
世
界
へ
踏
み
出
せ
」
と
の
エ
ー
ル

を
贈
ら
れ
た
。

　

大
西
会
長
は
、
昨
年
ノ
ー
ベ
ル
医
学

・
生
理
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
大
隅
良
典

氏
に
つ
い
て
話
さ
れ
、「
み
ず
み
ず
し

い
感
性
・
豊
か
な
感
性
を
さ
ら
に
磨
き
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
も
っ
て
こ
れ
か
ら

の
人
生
を
切
り
拓
い
て
く
だ
さ
い
」
と

温
か
く
力
強
い
言
葉
を
贈
ら
れ
た
。

　

そ
し
て
卒
業
生
代
表
竹
田
舜
君
の
答

辞
で
最
高
潮
を
迎
え
た
式
典
は
、
厳
粛

さ
と
清
々
し
い
雰
囲
気
の
ま
ま
終
了
し

た
。

  

平
成
二
十
九
年
度
入
学
式
は
、
四

月
七
日
（
金
）
に
行
わ
れ
、
全
日
制

二
〇
〇
名
、
定
時
制
五
名
の
入
学
が
許

可
さ
れ
た
。
全
日
制
入
学
式
で
は
、
新

入
生
を
代
表
し
て
石
井
雄
仁
君
が
「
耐

久
生
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を
持
ち
、

何
事
に
も
精
一
杯
努
力
す
る
こ
と
を
誓

い
ま
す
」
と
堂
々
と
し
た
宣
誓
を
行
っ

た
。
引
き
続
き
行
わ
れ
た
対
面
式
で
は
、

生
徒
会
役
員
や
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
が
中

心
と
な
り
「
校
歌
指
導
」
が
行
わ
れ
、

最
後
は
全
校
生
徒
に
よ
る
大
合
唱
と
な

っ
た
。
新
入
生
た
ち
は
耐
久
生
の
一
員

と
し
て
自
覚
あ
る
高
校
生
活
の
ス
タ
ー

ト
を
き
っ
た
。

　

平
成
29
年
７
月
４
日
（
火
）
13
時
30
分
〜　

全
国
大
会
出
場
ク
ラ
ブ
の
代
表
者

に
、
大
西
同
窓
会
長
と
笹
井
校
長
よ
り
、
激
励
金
と
と
も
に
健
闘
を
祈
念
す
る
エ

ー
ル
が
贈
ら
れ
た
。
各
代
表
者
は
大
会
に
臨
む
そ
れ
ぞ
の
決
意
を
力
強
く
述
べ
た
。

  

開
催
地

○
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

•
全
国
高
校
総
体　

男
子
・
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス 

 

2
名

•
全
国
高
校
総
体　

女
子
・
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス 

 

2
名 

（
山
形
県
）

○
空
手

•
全
国
高
校
総
体　

男
子
個
人　

形 
 

1
名 

（
福
島
県
）

○
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

•
全
国
高
校
総
体　

女
子
個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）  

 

２
名 

（
福
島
県
）

○
マ
ン
ド
リ
ン

•
全
国
高
等
学
校
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル 

16
名 

（
大
阪
府
）

○
放
送
演
劇

•
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

　
　

ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門 

 

５
名 

（
東
京
都
）

　
　

校
内
放
送
研
究
発
表
部
門 

○
囲
碁
将
棋

•
全
国
高
校
総
合
文
化
祭　

囲
碁
部
門　

個
人
・
団
体 

 

３
名 

（
宮
城
県
）

　

全
国
高
等
学
校
囲
碁
選
手
権
大
会　
　

個
人
・
団
体 

３
名 

（
東
京
都
）

同窓会活動報告

卒業証書授与式（全日制：定時制）
耐久リバースを支援する会（本校）
四役会（本校）
関東耐久会総会（ホテルメトロポリタン池袋）
　……校長・会長・有田耐久会会長

同窓会役員・学校歓迎会
なぎの木の手入れ作業
　……有田耐久会・本部役員

会報編集委員会（本校）
県同窓会連絡協議会総会
　（ラポール橋本商工会館）

　……校長・栩野副会長・事務局

全国大会クラブ激励金贈呈（本校）
耐久梧陵文庫報告会（本校）
四役会（本校）
会報編集委員会

卒業証書授与式（全日制：定時制）
耐久リバースを支援する会（本校）
四役会（本校）
関東耐久会総会（ホテルメトロポリタン池袋）
　……校長・会長・有田耐久会会長

同窓会役員・学校歓迎会
なぎの木の手入れ作業
　……有田耐久会・本部役員

会報編集委員会（本校）
県同窓会連絡協議会総会
　（ラポール橋本商工会館）

　……校長・栩野副会長・事務局

全国大会クラブ激励金贈呈（本校）
耐久梧陵文庫報告会（本校）
四役会（本校）
会報編集委員会

2017（Ｈ29）年
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卒業式

入学式

平
成
28
年
度
卒
業
式
・
平
成
29
年
度
入
学
式

平
成
29
年
度　
全
国
大
会
出
場
ク
ラ
ブ
激
励
金 

贈
呈

支
部
連
絡
先

 和歌山耐久会 
会　長　田　辺　善　彦
〒640-8144  和歌山四番丁 26番地の 2

田辺法律事務所
Tel  073-431-2801

 関 西 耐 久 会 
会　長　地　引　民　子
幹事長　宮　崎　裕　子

〒563-0017  大阪府池田市伏尾台 3-8-1
Tel  072-753-1219

 関 東 耐 久 会 
会　長　大　野　博　司

〒 160-0022  東京都新宿区新宿 1-3-12-1002
株式会社 オフィス ココ　桜バンケット

Tel  03-3359-9520

 有 田 耐 久 会 
会　長　吉　松　敏　隆

〒643-0004  有田郡湯浅町湯浅 1985
耐久高等学校・同窓会事務局

Tel  0737-62-4148

同窓会のホームページURL　http://taikyukai .net/
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４
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
耐
久
高

等
学
校
第
20
代
校
長
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
。
歴
史
と
伝
統
あ
る
本
校
で
、
皆

様
方
と
と
も
に
、
本
校
発
展
の
た
め
に

尽
力
で
き
る
こ
と
に
大
き
な
意
義
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
精
一
杯
努
力
す
る
所
存
で
す
の
で
、

何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

さ
て
、
耐
久
高
等
学
校
は
、
御
存
じ

の
と
お
り
、嘉
永
５
年
（
１
８
５
２
年
）、

の
ち
に
「
稲
む
ら
の
火
」
の
モ
デ
ル
と

な
る
濱
口
梧
陵
翁
ら
が
幕
末
に
人
材
養

成
の
た
め
「
稽
古
場
」
を
開
設
し
た
の

が
そ
の
歴
史
の
始
ま
り
で
す
。
以
後
、

数
々
の
変
遷
を
経
て
今
日
の
県
立
耐
久

高
等
学
校
と
な
り
、
そ
の
間
、「
真
・
健
・

美
」
の
校
訓
の
も
と
、
独
自
の
教
育
を

実
践
し
、
今
年
で
創
立
１
６
５
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。　

　

こ
う
し
た
長
い
歴
史
の
中
で
、
先
達

が
築
き
培
っ
て
き
た
素
晴
ら
し
い
「
伝

統
」
は
、
今
も
耐
久
生
の
中
に
脈
々
と

受
け
継
が
れ
、「
耐
久
」
と
い
う
名
に

込
め
ら
れ
た
「
永
続
」
の
願
い
は
絶
え

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
耐

久
は
、
高
い
志
を
も
っ
た
人
材
を
社
会

に
送
り
出
し
、
お
よ
そ
３
万
人
に
も
の

ぼ
る
卒
業
生
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お

い
て
、
和
歌
山
県
内
の
み
な
ら
ず
国
内

外
で
も
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
有
田
地
方
の
児
童
生
徒
数
の

減
少
に
加
え
、
全
県
的
に
和
歌
山
市
や

海
南
市
な
ど
の
県
北
部
へ
進
学
す
る
生

徒
の
割
合
が
急
激
に
増
加
し
て
お
り
、

本
校
で
も
地
元
生
徒
の
地
域
外
へ
の
流

出
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
中
、
耐
久
高
校
が
こ
れ
ま
で
と
同
様

に
、
地
域
の
信
頼
と
学
校
へ
の
期
待
を

得
る
こ
と
が
第
一
義
で
あ
る
と
考
え
、

こ
こ
数
年
、
耐
久
リ
バ
ー
ス
と
銘
打
っ

た
学
校
再
生
改
革
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
こ
の
取
組
の
結
果
、
今
で
は
生
徒

た
ち
の
日
々
の
生
活
や
学
習
態
度
が
一

層
引
き
締
ま
り
、
そ
れ
と
と
も
に
、
教

育
活
動
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
変
化
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

教
員
の
意
識
改
革
と
資
質
向
上
も
さ
ら

に
進
み
、
本
校
は
着
実
に
進
化
を
遂
げ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
こ
れ
か
ら
先
、
国
の
方
向
性

や
社
会
の
在
り
方
が
変
化
す
る
と
と
も

に
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
や
高
校
生
を
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
様
変
わ
り
す
る
場

面
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、

耐
久
生
に
は
「
い
か
に
在
る
べ
き
か
、

い
か
に
生
き
る
べ
き
か
」
に
つ
い
て
真

剣
に
自
分
自
身
に
問
い
か
け
つ
つ
、
そ

の
答
え
の
一
端
を
、
こ
こ
耐
久
に
お
い

て
見
い
出
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
中
、
私
た
ち
が
為
す
べ
き

こ
と
は
、
本
校
の
こ
れ
ま
で
の
伝
統
と

実
績
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
改
革
を
積

み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
や
保

護
者
の
皆
様
方
の
熱
い
期
待
に
応
え
る

と
と
も
に
、
生
徒
た
ち
が
自
主
・
自
律
、

高
い
品
格
と
活
力
を
兼
ね
備
え
た
耐
久

生
と
な
る
よ
う
、
最
大
限
の
努
力
を
す

る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
日
頃
か
ら
ひ
と
か
た
な
ら

ぬ
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
同

窓
会
の
皆
様
方
に
は
、
本
校
の
教
育
活

動
に
さ
ら
な
る
関
心
を
お
持
ち
い
た
だ

き
、
今
後
も
本
校
教
育
の
充
実
・
発
展

の
た
め
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

本
校
同
窓
会
の
皆
様
方
に
は
、
公
私

に
わ
た
り
益
々
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
４
月
の
異
動
で
、
県
立
和
歌
山

さ
く
ら
支
援
学
校
か
ら
転
任
し
て
参
り

ま
し
田
村
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

前
任
校
は
、
12
年
ぶ
り
の
県
立
新
設

学
校
で
、
ま
た
、
県
下
で
初
め
て
の
高

等
学
校
と
併
置
す
る
特
別
支
援
学
校
と

し
て
、
準
備
段
階
か
ら
関
わ
ら
せ
て
い

た
だ
き
、
６
年
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

和
歌
山
県
で
最
古
を
誇
る
学
校
で
あ

り
、
創
始
者
で
あ
る
濱
口
梧
陵
翁
の
精

神
を
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
伝
統

校
で
あ
る
本
校
に
勤
務
で
き
る
事
を
大

変
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

時
代
と
共
に
、
子
ど
も
達
だ
け
で
は

な
く
、
家
族
や
地
域
を
と
り
ま
く
環
境
、

考
え
方
や
思
い
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
が
、
そ
の
時
代
に
調
和
し
、
必
要
と

さ
れ
る
学
校
運
営
が
円
滑
に
行
え
る
よ

う
、
視
野
を
広
く
持
ち
事
務
長
と
い
う

立
場
か
ら
生
徒
の
成
長
を
支
援
し
て
ま

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

耐
久
高
等
学
校
が
益
々
親
し
ま
れ
、

更
な
る
充
実
発
展
の
た
め
に
微
力
な
が

ら
尽
力
し
て
参
る
所
存
で
す
。
同
窓
会

の
皆
様
方
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
清
水　

博
行　

校
長

　
　

↓ 

桐
蔭
高
校
校
長

・
小
野　

隆
明　

事
務
長

　
　

↓ 

和
歌
山
盲
学
校
事
務
長

― 

職
員
人
事
異
動 

―

学
校
長    

笹　

井　

晋　

吾

事
務
長    

田
村　

修
二

ご
あ
い
さ
つ

着
任
の
ご
あ
い
さ
つ

母校への、ご理解とご支援を！

柏　原　政夫美（高19期）
〒 643-0032 有田郡有田川町天満 60 ‒ 1

ＴＥＬ（0737）52－ 5235
ＦＡＸ（0737）52－ 5630

垣  内  欣  久（高 15期）
本　　店　湯浅町別所 342-1
TEL（0737）63-5855

和歌山店　和歌山市里 45-1
TEL（073）462-7003

醸造元
下　出　　優

（高･理数 2期･S48 卒）

下　出　　輝
（高 54 期）



耐久高等学校同窓会報　　　　第40号 （ 4 ）

　

有
田
高
女
は
大
正
九
年
、
有
田
郡
立
高
等

女
学
校
と
し
て
現
在
の
耐
久
高
校
の
地
に
創

立
さ
れ
た
。
当
時
、
県
下
で
は
、
各
郡
に
高

等
女
学
校
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
有
田
郡
に

も
女
子
中
等
教
育
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
、
多

く
の
人
の
熱
意
と
努
力
に
よ
っ
て
実
現
し

た
。
職
員
は
、
校
長
以
下
教
諭
四
名
、
助
教

諭
二
名
。
一
、二
年
生
各
五
〇
名
で
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　

教
育
方
針
の
軸
と
し
て
は
①
健
全
な
身

体
・
人
格
の
創
造
②
知
識
技
能
の
増
進
啓
発

③
質
素
倹
約
・
協
同
自
治
④
良
妻
賢
母
の
基

礎
・
理
想
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

栖
原
喜
美
栄
（
一
期
生
）

　

校
舎
が
ま
だ
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
入

学
試
験
は
郡
役
所
で
受
け
た
。
憧
れ
の
女
学

校
に
入
学
し
、
間
も
な
く
完
成
し
た
木
の
香

り
も
新
し
い
校
舎
は
嬉
し
か
っ
た
。
少
人
数

で
家
庭
的
で
し
た
。

松
本
や
え
子
（
三
期
生
）

　

二
年
生
の
時
、
和
歌
山
市
で
女
学
生
ば
か

り
の
学
芸
大
会
が
あ
り
、
有
田
高
女
か
ら
も

参
加
し
ま
し
た
。汽
車
が
な
く
歩
い
て
行
き
、

大
勢
の
都
会
の
女
学
生
に
混
じ
り
話
し
方
や

朗
吟
な
ど
を
し
た
。

　

紀
勢
線
が
湯
浅
ま
で
開
通
す
る
の
が
昭
和

二
年
。第
一
回
県
下
女
学
生
学
芸
大
会
に
は
、

参
加
者
は
熊
野
古
道
越
え
で
和
歌
山
に
一
泊

し
、
応
援
者
は
船
便
で
駆
け
付
け
た
。

　

大
正
十
一
年
、
県
立
移
管
。
和
歌
山
県
立

有
田
高
等
女
学
校
と
な
る
。
補
習
科
（
の
ち

専
攻
科
）
が
設
置
さ
れ
卒
業
生
が
更
に
一
年

間
花
嫁
修
業
に
励
む
こ
と
に
な
る
。
翌
年
に

は
定
員
が
四
百
名
と
な
り
校
舎
の
増
築
が
始

ま
る
。

　

昭
和
二
年
、セ
ー
ラ
ー
服
が
制
服
と
な
る
。

こ
の
こ
ろ
部
活
も
盛
ん
と
な
り
、
音
楽
部
や

陸
上
競
技
部
が
活
躍
し
た
。

薮
前
う
た
（
十
期
生
）

　

と
に
か
く
校
舎
は
き
れ
い
で
、
私
ら
の
自

慢
だ
っ
た
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
陸
上
競
技
を

や
っ
て
い
た
。
バ
レ
ー
で
明
治
神
宮
大
会
に

出
た
が
、
あ
が
っ
て
し
ま
っ
て
負
け
た
。
次

の
年
に
は
、
円
盤
投
げ
と
砲
丸
投
げ
に
出
場

し
た
。み
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
に
頑
張
り
ま
し
た
。

　

昭
和
四
年
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
明
治
神

宮
競
技
大
会
県
予
選
で
優
勝
し
、
全
国
大
会

に
出
場
し
た
。
薮
前
さ
ん
は
、
砲
丸
投
げ
・

円
盤
投
げ
で
も
近
畿
予
選
通
過
。
全
国
大
会

に
出
場
。

竹
中
カ
ズ
代
（
十
五
期
）

　

学
校
で
は
行
儀
作
法
も
教
わ
っ
た
。
夏
休

み
は
寄
宿
舎
で
の
合
宿
が
楽
し
か
っ
た
。
苅

藻
島
か
ら
の
遠
泳
も
や
り
、
女
で
も
五
千

メ
ー
ト
ル
、
三
千
メ
ー
ト
ル
の
長
い
距
離
を

泳
ぎ
ま
し
た
。

　

校
長
の「
女
ら
し
い
女
」「
夫
に
従
順
な
妻
」

を
育
成
す
る
と
い
う
方
針
は
、
実
業
教
育
や

運
動
熱
を
薄
め
る
結
果
と
な
っ
た
。
遠
泳
の

コ
ー
ス
は
、
毛
無
島
・
苅
藻
島
か
ら
天
洲
浜

ま
で
で
、
黒
の
水
着
・
白
木
綿
の
腹
帯
・
水

泳
帽
と
い
う
い
で
立
ち
で
あ
っ
た
。

伏
木
富
紀
子
（
二
十
二
期
生
）

　

戦
争
が
激
し
く
な
り
、
カ
シ
ラ
右
と
分
列

行
進
を
し
た
。
防
火
訓
練
や
ど
こ
で
で
も
炊

き
出
し
が
で
き
る
よ
う
運
動
場
に
穴
を
掘

り
、
簡
単
な
炊
事
設
備
も
作
っ
た
。
千
人
針

は
授
業
中
で
も
出
来
た
。

　

昭
和
十
二
年
、
日
中
戦
争
が
勃
発
。
挙
国

一
致
の
戦
争
遂
行
体
制
が
濃
厚
と
な
り
、
四

年
生
の
社
会
見
学
に
兵
営
見
学
が
取
り
入
れ

ら
れ
、
射
撃
体
験
も
実
施
さ
れ
た
と
い
う
。

出
征
兵
士
の
見
送
り
・
武
運
長
久
祈
願
・
千

人
針
・
戦
死
兵
士
の
葬
儀
・
日
の
丸
弁
当
な

ど
日
常
生
活
に
戦
争
が
影
を
落
と
し
た
。
と

は
い
え
、
学
校
で
は
授
業
は
正
規
通
り
行
わ

れ
、
関
東
へ
の
修
学
旅
行
・
運
動
競
技
や
音

楽
会
な
ど
も
実
施
さ
れ
て
い
た
。

崎
山
恵
美
子
（
二
十
三
期
生
）

　

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
期
末
テ
ス
ト

の
二
時
限
目
に
「
開
戦
」
を
瀬
戸
先
生
か
ら

知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
状
況
下
の
課
外

活
動
で
し
た
が
、
㐂
多
尾
道
夫
先
生
・
斎
藤

キ
イ
先
生
の
下
で
万
葉
集
防
人
の
歌
、
又
短

歌
を
詠
む
勉
強
を
し
ま
し
た
。

　
　

戦
時
色
濃
く
な
り
て
ゆ
く
学ま

な
び
や舎

に

　
　
　
　

愛
国
短
歌
会
オ
ア
シ
ス
の
ご
と

割烹室

最近まぎらわしい呼びかけの電話や郵便が多くなった様です。十分ご注意下さい。
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寺
杣
せ
い
（
二
十
四
期
生
）

　

明
石
市
の
川
崎
航
空
に
動
員
さ
れ
、
旋
盤

を
動
か
し
た
り
ネ
ジ
を
作
っ
た
り
大
変
で
し

た
。
工
場
が
空
襲
を
受
け
た
時
は
、
生
き
た

心
地
が
し
な
か
っ
た
。
一
日
中
防
空
壕
で
み

ん
な
で
泣
い
た
り
手
を
合
わ
せ
た
り
…
。
寮

の
食
事
は
ま
ず
く
、
栄
養
失
調
に
な
る
人
も

い
ま
し
た
。

　

昭
和
十
六
年
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
。
男
子

職
員
や
生
徒
の
父
兄
に
も
召
集
令
状
が
届

き
、
卒
業
生
の
中
に
は
従
軍
看
護
婦
と
し
て

戦
地
に
赴
く
人
も
い
た
。
一
億
総
決
起
の
掛

け
声
の
中
で
の
学
校
生
活
で
あ
っ
た
。
殉
国

の
精
神
の
涵
養
と
心
身
の
鍛
錬
を
図
る
教
育

目
標
が
推
進
さ
れ
た
。
英
語
科
は
敵
国
語
と

し
て
廃
止
、体
操
科
は
軍
事
教
練
と
化
し
た
。

救
急
訓
練
や
竹
槍
訓
練
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
な

ど
が
行
わ
れ
、
授
業
が
満
足
に
で
き
な
い
日

が
続
い
た
。

　

大
戦
末
期
の
十
九
年
、
寺
杣
さ
ん
ら
四
年

生
百
五
十
六
名
は
、
学
徒
動
員
生
と
し
て
明

石
市
に
動
員
さ
れ
空
襲
に
遭
遇
す
る
が
九
死

に
一
生
を
得
る
経
験
を
し
て
い
る
。
三
年
生

も
日
東
紡
広
工
場
に
出
勤
し
た
。

楠
本
弘
子
（
二
十
八
期
生
）

　

満
開
の
桜
の
下
で
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー

を
摘
み
し
こ
と
。
春
静
園
の
和
室
に
は
琴
が

並
ん
で
い
た
。
希
望
に
胸
ふ
く
ら
ま
せ
た
入

学
時
の
素
敵
な
ヒ
ト
ト
キ
…
…
そ
れ
も
束
の

間
。
上
級
生
は
女
子
挺
身
隊
で
日
東
紡
と
明

石
の
工
場
へ
と
。
一
・
二
年
生
は
乾
い
た
運

動
場
で
の
芋
づ
く
り
。

　

戦
中
戦
後
を
有
田
高
女
と
共
に
過
ご
し
閉

校
を
迎
へ
た
ひ
と
り
と
し
て
、
旧
校
門
に
出

逢
ふ
時
は
万
感
こ
も
ご
も
。
け
れ
ど
有
田
高

女
を
語
り
合
ふ
友
も
八
十
歳
を
超
へ
、
雪
ど

け
水
が
流
れ
る
如
く
時
代
の
進
展
を
痛
感
し

て
い
る
。

　

現
在
、
子
や
孫
と
共
に
耐
久
高
校
を
土
台

と
し
て
、
山
の
彼
方
の
空
遠
く
幸
（
さ
い
わ

い
）
を
目
指
し
て
い
る
。
た
ち
ば
な
の
香
り

と
共
に
こ
の
平
和
が
永
遠
に
続
き
ま
す
よ
う

に
。

　

昭
和
二
十
年
、
敗
戦
。
戦
後
の
混
乱
の
中

で
教
育
環
境
は
劣
悪
を
極
め
た
が
、
翌
年
三

月
に
は
二
十
五
期
生
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、

学
校
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
。

　

昭
和
二
十
二
年
新
憲
法
が
施
行
さ
れ
、
学

校
教
育
法
が
公
布
。
翌
年
三
月
三
十
一
日
、

学
制
改
革
の
実
施
に
伴
い
、
有
田
高
等
女
学

校
が
県
立
耐
久
中
学
校
と
統
合
し
て
新
制

耐
久
高
等
学
校
と
な
る
。
過
渡
期
の
高
女

二
十
七
〜
二
十
九
期
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
新
制

高
校
、
新
制
中
学
校
に
編
入
さ
れ
た
。
創
立

以
来
三
十
年
、
同
窓
生
は
二
千
九
百
名
以
上

を
数
え
る
。

　

高
女
卒
業
生
の
交
流
の
場
で
あ
り
、
心
の

拠
り
所
で
あ
っ
た
同
窓
会
は
耐
久
高
校
同
窓

会
と
し
て
甦
っ
た
が
、
昭
和
三
十
八
年
か
ら

は
「
旧
有
田
高
女
」
総
会
が
四
年
ご
と
に
開

催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
高
女
同
窓
生
の

結
束
は
固
く
、
毎
回
五
百
名
を
超
え
る
卒
業

生
が
各
地
か
ら
集
ま
り
、
総
会
の
後
は
各
期

の
同
期
会
が
も
た
れ
た
。

　

し
か
し
、
創
立
八
十
周
年
に
あ
た
る
平
成

十
一
年
、
十
回
を
数
え
た
総
会
の
歴
史
は
幕

を
閉
じ
る
。
以
後
も
有
田
高
女
同
窓
会
と
し

て
耐
久
高
校
の
教
育
を
支
援
し
て
き
た
が
、

会
員
の
高
齢
化
の
た
め
、
平
成
二
十
九
年
を

最
後
に
活
動
を
終
止
す
る
に
至
っ
た
。

…

…

分列行進

学校農園にて

第10回有田高女同窓会総会　平成11年5月9日（日）耐久高校体育館

◆ 地元、有田耐久会にご入会を！（お問い合わせは事務局 0737-62-4148）
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昨
年
の
八
月
五
日
、
か
つ
て
図
書

室
に
保
管
さ
れ
て
い
た
耐
久
梧
陵
文

庫
の
整
理
作
業
を
同
窓
会
と
し
て
手

伝
っ
た
。
そ
の
折
、
貴
重
な
本
を
発

見
し
た
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
。

こ
の
本
は
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八

年
）
出
版
の
和
綴
じ
本
、
福
沢
諭
吉
著

『
訓き

ん
も
う蒙 

窮き
ゆ
う
り
ず
か
い

理
圖
解
』
上
・
中
・
下
の
三

巻
で
あ
る
。
福
沢
諭
吉
と
言
え
ば
、
初

編
の
「
天
は
人
の
上
に
人
を
造
ら
ず
、

人
の
下
に
人
を
造
ら
ず
」で
始
ま
る『
学

問
の
す
す
め
』
が
あ
ま
り
に
も
有
名
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
五
年
か
ら
同
九

年
に
か
け
て
記
さ
れ
た
十
七
編
か
ら
な

り
、
明
治
十
三
年
に
合
本
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、諭
吉
は
少
な
く
と
も
『
学

問
の
す
す
め
』
の
四
年
前
に
、
理
学
書

を
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

諭
吉
が
『
訓
蒙 

窮
理
図
解
』
を
出
版

し
た
年
に
、
そ
の
十
年
前
に
築
地
鉄
砲

州
（
現
中
央
区
明
石
町
）
の
中
津
藩
中

屋
敷
に
開
い
て
い
た
蘭
学
塾
を
芝
の
新

銭
座
（
現
港
区
浜
松
町
）
に
移
し
、「
慶

應
義
塾
」
と
名
付
け
て
い
る
。
ま
た
、

出
版
の
前
年
（
慶
応
三
年
）
は
、
遣
米

使
節
の
一
行
に
加
わ
り
二
度
目
の
渡
米

を
終
え
た
時
期
で
も
あ
る
。

　

さ
て
、『
訓
蒙 

窮
理
図
解
』
の
表
紙

は
黄
色
（
初
版
本
）
の
和
紙
で
、
左
肩

に「
訓
蒙 

窮
理
図
解 

初
編 

上（
中
、下
）」

と
書
い
た
題
箋
が
貼
っ
て
あ
る
。
白
の

見
返
し
の
上
部
に
は
和
綴
じ
の
書
物
を

描
い
た
中
に
、「
明
治
元
年
戌
辰
初
秋

訓
蒙
窮
理
図
解
」
の
文
字
が
あ
る
。
そ

の
下
に
は
、
洋
風
の
室
内
で
西
洋
婦
人

が
椅
子
に
掛
け
て
洋
書
を
読
む
傍
ら
に

三
人
の
西
洋
人
子
女
が
洋
書
を
開
い
て

立
っ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
、
左
側
に

「
福
沢
諭
吉
著
」、
右
側
に
「
慶
應
義
塾

蔵
版
之
印
」
の
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

　

訓
蒙
と
は
、「
子
供
に
教
え
る
書
物
」、

窮
理
は
「
物
理
学
」
の
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
書
は
学
制
頒
布
以
後
教
科
書
と
し

て
も
使
わ
れ
た
と
い
う
。
明
治
元
年

十
二
月
八
日
付
、
山
口
良
蔵
宛
の
書
簡

　

耐
久
高
校
に
は
、
耐
久
社
創
設
以
来
の
歴
史
が
刻

ま
れ
た
蔵
書
群
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
、

和
歌
山
大
学
や
和
歌
山
県
立
文
書
館
、
高
校
職
員
・

生
徒
、
同
窓
会
な
ど
多
く
の
関
係
者
の
協
力
を
得
て
、

目
録
作
成
作
業
が
進
め
ら
れ
、
約
三
千
五
百
点
の
整

理
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

８
月
６
日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら
、
耐
久
高
校
で

そ
の
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
県
内
外

か
ら
六
十
余
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
和
歌
山
大
学
特

任
准
教
授
橋
本
唯
子
氏
よ
り
、
書
物
に
押
さ
れ
て
い

た
蔵
書
印
を
中
心

に
、
興
味
深
い
貴

重
な
講
演
を
拝
聴

し
ま
し
た
。

　

講
演
後
も
参
加

者
か
ら
の
活
発
な

意
見
交
流
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
今
後

も
引
き
続
い
て
報

告
会
を
開
催
す
る

予
定
で
す
。

同
窓
会
長　
　

大
西　

義
弘

耐
久
梧
陵
文
庫
で
お
宝
発
見（
其
の
一
）

「
耐
久
梧
陵
文
庫
」の
世
界 

報
告
会

メールアドレス　shirai-t002@wakayama-c.ed. jp
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の
最
後
に
、「
此
節
又
々
窮
理
圖
解
と

申
小
冊
子
を
著
述
仕
、
先
日
紀
州
様
へ

は
相
廻
し
申
候
。
…
…
」
と
あ
り
（
福

沢
諭
吉
全
集
第
十
七
巻
六
一
頁
）、
出

版
は
秋
頃
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
出
版

早
々
に
紀
州
へ
届
い
て
い
る
こ
と
に
な

る
。

　

本
書
の
上
巻
は
、
温
度
と
熱
、
空
気
、

中
巻
は
水
、
風
、
雲
雨
、
雹
雪
露
霜
氷
、

下
巻
は
引
力
、
昼
夜
、
四
季
、
日
食
月

食
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
今
日
的

に
言
え
ば
、
総
じ
て
物
理
学
と
言
う
よ

り
は
地
球
科
学
に
近
い
内
容
で
あ
り
、

序
の
最
後
に
、
ク
ワ
ッ
ケ
ン
ボ
ス
の
窮

理
書
を
は
じ
め
、
引
用
し
た
米
・
英
の

七
冊
の
原
書
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

本
文
は
単
に
こ
れ
ら
を
翻
訳
し
た
も

の
で
は
な
い
。
咀
嚼
さ
れ
た
諭
吉
の
言

葉
で
、
リ
ズ
ム
感
が
あ
り
、
か
つ
身
近

な
例
を
あ
げ
な
が
ら
挿
絵
も
多
く
描
か

れ
、
た
い
へ
ん
分
か
り
易
く
、
親
し
め

る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
第

六
章
の
冒
頭
は
、「
露
凝
こ
お
り

て
霜
と
な
り

雨
化か

し
て
雪
と
な
る　

雨
雪
露
霜
其そ
の

状か
た
ち

異こ
と

に
し
て
其
実じ

つ

は
同
じ
」
で
始
ま

り
、「
空
中
の

水す
い
き気

、
昼
の
間

は
日
輪
の
熱
に

暖
め
ら
れ
て
其

状か
た
ち

を
現

あ
ら
わ

さ
ゞ

れ
ど
も
、
夜
の

冷
気
に
逢
へ
ば

忽
ち
状
を
変
じ

て
元
の
水
に
返

り
、
地
に
落
ち

木こ
の
は葉

に
滴

し
た
た

る
も
の
こ
れ
を
露
と
い
ふ
。

…
…
」
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
ま
た
、

霜
の
説
明
の
中
で
、
西
洋
の
ブ
ド
ウ
畑

で
は
、
夜
中
に
火
を
焚
き
そ
の
煙
で
畑

を
覆
っ
て
霜
害
を
防
い
だ
り
、
植
木
の

霜
枯
れ
を
防
ぐ
の
に
、
衣
服
を
着
る
よ

う
に
藁
で
覆
っ
て
霜
よ
け
に
す
る
こ
と

な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
章
は
、
空
気
に
つ
い
て
で
あ
る
。

空
気
は
四
方
八
方
か
ら
の
圧
力
を
及
ぼ

し
、
隙
間
が
あ
れ
ば
入
り
込
ん
で
い
く
。

し
た
が
っ
て
、
中
空
の
管
の
一
方
を
指

で
押
さ
え
て
そ
の
中
に
水
を
入
れ
、
こ

の
管
を
逆
さ
ま
に
し
て
も
水
は
こ
ぼ
れ

な
い
。
同
様
の
こ
と
は
、
茶
碗
の
糸
底

に
掌
を
強
く
当
て
空
気
を
追
い
出
し
た

後
、
掌
を
逆
さ
に
し
て
も
茶
碗
が
落
ち

な
い
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
周
り
の

空
気
が
水
や
茶
碗
を
押
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
と
い
う
。
な
お
、
こ
の
章
の
前

半
で
、
空
気
に
色
が
つ
い
て
い
な
い

よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
大
量
に
な
る

と
青
い
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
間

違
い
は
、
当
時
と
し
て
は
も
っ
と
も
な

こ
と
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
物
理
学
者
レ
ー

リ
ー
卿
に

よ
っ
て
光

の
散
乱
が

解
明
さ
れ

た
の
は
、

出
版
か
ら

三
年
後
の

一
八
七
一

年
の
こ
と

で
あ
る
。

　

第
二
章
の
末
尾
で
、
諭
吉
は
「
都す
べ

て
世
の
中
の
物
事
は
、
大
小
に
拘

か
か
わ

ら

ず
、
道
理
を
考
へ
ず
し
て
其そ

の
ま
ま儘

に
捨す

て

置

け
ば
、
其
儘
の
こ
と
に
て
、
面お

も
し
ろ白

く
も

な
く
珍
し
く
も
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
よ
く

心
を
留と

め

て
こ
れ
を
吟
味
す
る
と
き
は
、

塵ち

り芥
一ひ

と
は片

、
木こ

の
は葉

一
枚
の
こ
と
に
て
も
、

其
理
あ
ら
ざ
る
は
な
し
。
故
に
人
た
る

も
の
は
、
幼
き
と
き
よ
り
心
を
静

し
ず
か

に

し
て
、
何
事
に
も
疑

う
た
が
い

を
起
し
、
博ひ

ろ

く

物
を
知
り
、
遠
く
理
を
窮

き
わ
め

め
て
、
知

識
を
開
か
ん
こ
と
を
勉
む
べ
し
。
徳と

く
ぎ誼

を
修
め
知
恵
を
研み

が

く
は
人
間
の
職
分
な

り
。」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
学

問
と
は
何
か
、
ま
た
、
科
学
教
育
の
あ

り
方
、
生
涯
学
習
の
大
切
さ
を
も
示
唆

し
て
い
る
よ
う
に
読
み
取
れ
る
。

　

な
お
、
今
回
の
整
理
で
、
も
う
一

冊
の
お
宝
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

た
。『
ピ
子
（
ネ
）
ル
の
英
文
典
』
と

い
う
和
綴
じ
本
で
あ
る
。
梧
陵
翁
は
、

彼
が
窮
理
図
解
の
二
年
後
に
出
版
し

た
こ
の
英
文
典
を
三
十
両
で
百
二
十

冊
注
文
し
、
諭
吉
は
現
物
の
三
割
引
、

百
五
十
六
冊
を
送
っ
た
こ
と
が
梧
陵
宛

の
手
紙
（
諭
吉
全
集
第
十
七
巻
七
十
八

頁
）
の
中
に
書
か
れ
て
い
る
。
も
っ
と

も
、
こ
の
本
は
耐
久
舎
用
で
は
な
く
、

当
時
、
梧
陵
翁
ら
が
開
い
た
共
学
舎
で

使
用
す
る
た
め
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
回
の
資
料
の
中
に
何
冊
も

見
つ
か
り
、
一
部
は
耐
久
舎
に
も
届
い

た
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
本
に
つ
い
て

は
、
機
会
あ
れ
ば
改
め
て
紹
介
し
た
い
。

  

吉
松　

敏
隆
（
高
19
期
）

　

６
月
中
旬
、
さ
わ
や
か
な
潮
風
を
受
け
な

が
ら
濱
口
梧
陵
さ
ん
の
広
村
堤
防
緑
地
の

「
な
ぎ
の
木
」
の
施
肥
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
３
月
、
隣
人
の
庭
に
生
え
た

「
な
ぎ
の
木
」
の
苗
木
40
本
を
頂
き
有
田
耐

久
会
の
役
員
で
植
樹
し
ま
し
た
。
根
付
い
て

く
れ
る
の
か
不
安
で
し
た
が
施
肥
、
真
夏
の

水
や
り
な
ど
で
な
ん
と
か
１
ｍ
程
に
成
長

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

広
村
堤
防
や
緑
地
は
定
期
的
な
草
刈
り

な
ど
で
よ
く
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
、
周
り
の
成
木
に
混
じ
り
緑
地
の
一
員

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
は
濱
口
梧
陵
翁
の
『
生
誕

２
０
０
年
』
の
年
。

　

次
の
時
代
に
つ
な
ぐ
記
念
植
樹
を
し
た

い
と
思
っ
て
ま
す
。

　
　

有
田
耐
久
会　

幹
事

和
泉　

保
廣 

（
高
22
期
）

有
田
耐
久
会

２
０
２
０
年
に
記
念
植
樹
を
！

ながたに歯科
医療法人 若葉会

長谷晋作（高33期）

湯浅町湯浅1456-8
休診日：木、土午後・日・祝日

TEL：0737-63-4182
ヨ イ ハ  ニ

ei-kobata@kbts.jp
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第
15
回
関
東
耐
久
会
総
会
・
懇
親

会
が
5
月
14
日
、
都
内
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
池
袋
に
お
い
て
、
紀
州

有
田
よ
り
大
西
同
窓
会
会
長
・
吉
松

有
田
耐
久
会
会
長
・
笹
井
校
長
・
上

山
湯
浅
町
長
を
迎
え
、
総
勢
52
名
に

て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

恒
例
の
校
歌
斉
唱
、
大
野
会
長
、

前
幹
事
長
の
軽
快
な
議
事
進
行
に
よ

り
、
活
動
報
告
・
本
年
度
の
活
動
計

画
等
が
出
席
同
窓
の
賛
成
の
拍
手
で

可
決
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

関
東
耐
久
会
で
は
毎
年
先
輩
方
の

縁
を
通
じ
て
各
界
の
著
名
な
方
を
お

招
き
し
て
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。
本
年
は
世
界
的
バ

イ
オ
リ
ン
奏
者
の
浦
川 

宜
也
様
（
東

京
芸
術
大
学
名
誉
教
授
）

を
お
招
き
し
て
演
奏
会
を

開
催
し
「
チ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ

イ
ゼ
ン
」
を
は
じ
め
バ
イ

オ
リ
ン
の
名
演
奏
に
参
加

者
一
同
感
動
し
た
次
第
で
す
。

　

懇
親
会
の
テ
ー
ブ
ル
は
卒
業
年
次

で
は
な
く
数
年
前
よ
り
出
身
中
学
校

単
位
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
各
テ

ー
ブ
ル
は
さ
な
が
ら
小
さ
き
こ
ろ
の

思
い
出
話
に
つ
き
な
い
様
子
で
し

た
。
関
東
耐
久
会
も
、
昨
今
は
、
若

年
層
が
す
く
な
く
、
在
京
の
卒
業
生

の
皆
様
は
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
く
よ

う
に
紙
面
を
お
借
り
し
て
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

宮
井　

義
和
（
高
25
期
）

　同窓会事務局のホームページ変更に伴い、ネット
で同窓会報をご覧いただく事が出来るようになりま
した。
　会報の存在を、全同窓生の皆様にお知らせする事
が困難なため、ホームページをご覧になった方から
の口コミやＳＮＳなどにより、多くの同窓生の方に
お知らせいただければ幸いです。

　同窓会事務局ホームページ
　 ＵＲＬ　http://taikyukai.net/
　 メールアドレス　shirai-t002@wakayama-c.ed.jp

同窓会報をホームページに掲載

関西耐久会総会のご案内
１　日　　時
　　平成29年10月1日（日）11:00～15:30
　　受　付　10：30開始
　　総　会　11：00～11：30
　　講演会　11：30～12：30
　　　　演題：「ようこそ！能楽堂へ」
　　　　講師：山本佳誌枝さん 　（公財）山本能楽堂事務局長

山本能楽堂（大阪中央区）は昭和２年創設、現存する大阪最古の
能楽堂です。「ジャンルを超えた創作活動ができる能楽堂でありた
い」とさまざまな取り組みに挑戦されています。

　　懇親会　12：40～15：30
湯浅から紀州の味覚「なれずし」「金山寺みそ」「しらす」等を取
り寄せ販売します。皆様の食卓にも並びます。毎年非常に好評です。

２　場　　所
　　ホテル大阪ベイタワー４Ｆベイタワーホール

３　会　費　8,000 円
４　参加申込
　　関西耐久会会長　地引民子  
　　　TEL 090-2593-4759　　FAX 072-753-1219
　　申込締切 9月 11日（月）                

 （各期が集まるようにしたテーブル席ですのでミニ同期会にもなり
ます。）

同窓会本部及び
有田耐久会総会のご案内

　と　き　平成 29年 9月 17日（日）
　ところ　湯浅町地域福祉センター
　受　付　10：30
●第一部　11：00～
　　耐久高校マンドリン部ミニコンサート　
●第二部　11：40～
　　事業報告・役員改選・他
●懇親会　12：30～ 15：00
　　会 費 2,000 円

関
東
耐
久
会
総
会
・
懇
親
会
開
催

関
東
耐
久
会

同窓会への問いかけ・ご提言は、何なりとお申し出下さい。（事務局）

湯浅町駅前通商店街 TEL 62－3135

上 山 哲 司（高28期）

ドンキー

coffee & restaurant

太田久助吟製
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恒
例
の
耐
久
高
校
第
六
期
関
東
地
区
同

窓
会
を
５
月
21
日
、
上
野
公
園
内
の
上
野

精
養
軒
本
店
で
開
催
致
し
ま
し
た
。
当
日

は
５
月
下
旬
で
あ
り
ま
し
た
が
、
東
京
地

区
は
気
温
が
30
度
近
く
ま
で
上
昇
し
真
夏

日
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
例
年
よ
り
少
し
少
な
い
13
名
の

出
席
で
し
た
が
、
毎
年
出
席
さ
れ
て
い
る

女
性
の
方
が
足
・
腰
等
の
痛
み
で
２
名
出

席
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
久
方
ぶ
り
に
出

席
さ
れ
ま
し
た
阿
瀬
堅
冶
君
の
発
声
で
乾

杯
を
行
い
ま
し
た
。
私
達
も
も
う
81
才
あ

る
い
は
82
才
と
な
り
高
校
卒
業
後
64
年
に

な
り
ま
す
が
、
久
し
ぶ
り
の
出
会
い
に
心

が
は
ず
み
話
に
も
華
が
咲
き
ま
し
た
。
料

理
が
進
む
な
か
、
中
村
久
和
君
の
提
案
で

皆
さ
ん
の
近
況
を
全
員
の
方
か
ら
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
校
歌
を
斉
唱
し
、
次
回
の
幹
事

役
を
戸
田
有
亮
君
に
お
願
い
し
て
終
了

い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
後

上
野
公
園
を

散
策
、
上
野

東
照
宮
・
国

立
西
洋
美
術

館
を
拝
観
・

観
覧
し
、
翌

年
の
再
会
を

約
束
し
て
散

会
と
な
り
ま

し
た
。

西
川　

庄
次

　

去
る
２
０
１
７
年
５
月
25
日

（
木
）
耐
久
３
Ｅ
ク
ラ
ス
会
を
高

よ
し
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
催
し
ま
し

た
。

　

３
Ｅ
ク
ラ
ス
40
名
の
内
、
19
名

出
席
、
13
名
欠
席
、
８
名
他
界
。

　

出
席
者
は
関
東
、
関
西
、
地
元

か
ら
高
齢
を
押
し
て
駆
け
付
け
て

く
れ
ま
し
た
が
、
現
在
82
歳
の

我
々
に
は
、
18
歳
頃
か
ら
の
65
年

間
の
時
の
隔
た
り
は
大
き
く
、「
お

前
誰
よ
？
」
の
連
発
。
二
言
三
言

話
す
う
ち
に
か
す
か
な
面
影
を
認

め
合
い
、
打
ち
解
け
て
行
き
ま
し

た
。

11
：
15　

受
付
け

　

会
費
集
め
（
宮
崎
綱
雄
君
）

　

名
簿
再
確
認
（
北
村
拓
郎
君
）

11
：
30　

ロ
ビ
ー
に
て
記
念
撮
影

（
竹
内
賢
郎
君
）

　
（
写
真
は
名
前

を
記
入
し
て
全
員

に
送
り
ま
す
。）

11
：
45　

宴
会
場
に
て
、
逝
去
さ

れ
た
８
名
の
方
々
に
黙
祷
。

11
：
50　

全
員
で
耐
久
高
校
の
校

歌
を
歌
い
、
懐
か
し
い
青
い

山
脈
も
合
唱
。（
戸
田
頴
克
君

か
ら
贈
ら
れ
た
歌
詞
）

12
：
00　

会
食
（
戸
田
有
亮
君
の

乾
杯
音
頭
）

　

〇
こ
の
間
に
出
席
者
名
簿
順
に

一
人
３
分
位
自
由
題
で
発
言

　
　
（
皆
大
層
真
面
目
な
お
話
ば

か
り
）

　

〇
続
い
て
発
議
２
件
あ
り

　

１
、
次
も
ク
ラ
ス
会
を
や
ろ

う
!!　

元
気
出
る
!!

　
　

全
員
で
、
中
一
年
お
い
て
、

次
回
は
２
０
１
９
年
５
月
に

決
定
。

　

２
、
会
費
が
少
し
足
り
な
い
!!

　
　

更
に
１
、０
０
０
円
ず
つ
集

め
合
計
１
５
１
、０
０
０
円

　
　

ホ
テ
ル
支
払
い

　
　
　
　
　

１
２
０
、７
５
７
円

　
　

残
金
は
通
信
費
、コ
ピ
ー
代
、

写
真
代
等
々
に
充
て
る
。

14
：
45　

全
員
の
前
途
に
エ
ー
ル

を
送
っ
て
拍
手
３
・
３
・
７
拍

子
一
本
〆
で
打
ち
上
げ
を
行

い
ま
し
た
。

15
：
00　

解
散

湯
浅　

俊
　

平
成
29
年
3
月
22
日
（
水
）、
有
田
東
急
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
に
於
い
て
、
恒
例
の
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
も
5
名
の
方

に
初
参
加
を
し
て
い
た
だ
き
、
10
組
38
名
の
盛

会
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
に
も
、
真
剣
な
プ
レ
ー
で
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。

　

今
回
は
、
出
水
竹
夫
さ
ん
（
41
年
卒
）
が
グ

ロ
ス
82
、
ネ
ッ
ト
71
・
2
で
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

ベ
ス
グ
ロ
賞
は
、
グ
ロ
ス
81
の
田
尻
満
男
さ
ん

（
37
年
卒
）
と
岩
倉
恒
行
さ
ん
（
38
年
卒
）
の

2
名
で
し
た
。

　

次
回
は
、
9
月
14
日
（
木
）
に
有
田
東
急
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

情
報
ボ
ッ
ク
ス

組織強化支援事業
平成17年度より毎年
①卒業後4年を経過した
学年
②50歳になられた学年
これら2学年を対象に同
窓会開催を呼びかけ支
援（案内状に対する経
費負担等）を行うもの
で、毎年大変喜ばれて
おります。

次はあなた達の番です!

・高66期（平成26年3月卒業）
　　　　　　と
・高38期（昭和61年3月卒業）

　上記、期の幹事・世話人の
方には今から計画・準備をお
願いします。すばらしい集会
を演出して下さい。

高６期

高６期

耐
久
関
東
同
窓
会
の
開
催

耐
久
３
Ｅ
ク
ラ
ス
会
の
報
告

組織強化支援活動

第
17
回
有
田
耐
久
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

貸し出し用校章小旗と名札を用意しています。同期会の集いに、ご利用下さい。（事務局）

総合ビルメンテナンス ・ 特定人材派遣

取締役会長
代表取締役

〒641-0036 和歌山市西浜875－2  定休日（土・日・祝）

0120－54－8686
お問合せ受付時間11：00～18：00
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現
在
、
放
送
演
劇
部
の

部
員
は
３
年
生
２
名
、
１

年
生
４
名
の
計
６
名
で
す
。

昨
年
の
新
入
部
員
は
０
名

だ
っ
た
の
で
、
ク
ラ
ブ
の

存
続
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た

が
、
４
名
の
新
入
部
員
の

お
か
げ
で
無
事
存
続
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
放
送
演
劇
部
の
活

動
は
、
校
内
活
動
と
し
て
壮

行
会
・
文
化
祭
・
体
育
大
会

な
ど
学
校
行
事
の
司
会
進
行

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

校
外
の
活
動
と
し
て
「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ

ス
ト
」
と
「
高
校
総
合
文
化
祭
」

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

  

今
年
の
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高

校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
和
歌
山

大
会
」
で
は
、
ア
ナ
ウ
ン
ス

部
門
に
２
名
、
朗
読
部
門
に

４
名
が
出
場
し
、
ま
た
、
ラ

ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門
・

ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
部
門
・
校
内

放
送
研
究
発
表
部
門
に
出
場

し
ま
し
た
。
結
果
は
、
残
念

な
が
ら
個
人
で
の
入
賞
者
は

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
校
内

放
送
研
究
発
表
部
門
で
１
位
、

ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門

で
３
位
と
な
り
７
月
に
東
京

で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。
全
国
レ
ベ

ル
の
作
品
に
触
れ
、
よ
い
刺

激
を
う
け
て
帰
っ
て
き
ま
し

た
。

  

放
送
演
劇
部
の
日
々
の
練

習
は
、
主
に
発
声
練
習
を
し

て
い
ま
す
。
関
西
人
の
発
音

に
は
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い

鼻
濁
音
や
無
声
化
は
、
コ
ン

テ
ス
ト
で
の
採
点
基
準
の
一

つ
で
す
。
な
か
な
か
意
識
し

な
い
と
で
き
な
い
の
で
、
11

月
に
開
催
さ
れ
る
「
高
校
総

合
文
化
祭
」
に
向
け
て
、
一

生
懸
命
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
番

組
製
作
に
つ
い
て
も
、
録
音

技
術
・
撮
影
技
術
・
編
集
技

術
の
向
上
を
目
指
し
日
々
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

顧
問　

井
原　

茂

　

今
年
も
異
常
続
き
の
夏
と
な
り
ま
し
た
。

７
月
に
発
生
し
た
北
九
州
豪
雨
災
害
、
そ
の

後
も
、
短
時
間
に
一
気
に
降
る
大
雨
は
全
国

各
地
に
広
が
り
、
人
々
の
生
活
を
脅
か
し
て

い
ま
す
。
気
象
庁
の
統
計
で
は
、
降
水
量
が

１
時
間
に
50
ミ
リ
以
上
だ
っ
た
回
数
は
30
年

前
よ
り
30
％
も
増
加
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

異
常
気
象
が
異
常
で
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

こ
と
に
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
は
、
有
田
高
女
卒
の
方
々
に

は
懐
か
し
い
「
セ
ピ
ア
色
の
写
真
」
を
表
紙

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
い
う

の
も
、
同
窓
会
員
の
方
々
の
高
齢
化
が
進
み
、

本
年
を
も
っ
て
活
動
が
終
了
し
た
と
の
連
絡

を
受
け
た
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
、「
有
田
高
女

の
歴
史
と
歩
み
、
の
こ
し
た
い
記
憶
」
と
し

て
特
集
も
組
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご

一
読
く
だ
さ
い
。

　
「
耐
久
梧
陵
文
庫
」
関
連
で
は
、
蔵
書
整
理

完
了
に
伴
う
報
告
会
や
吉
松
氏
の
「
お
宝
発

見
」
な
ど
の
記
事
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
に
校
長
、
事
務
長
と
し
て
着

任
さ
れ
た
お
二
方
の
「
耐
久
」
に
対
す
る
熱

い
思
い
が
綴
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
や
各
同
窓
会

便
り
、
部
活
動
に
お
け
る
生
徒
た
ち
の
活
躍

等
々
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
編
集
い
た
し

ま
し
た
。

　

母
校
の
力
強
い
歩
み
を
共
有
し
、
同
窓
の

絆
を
よ
り
深
く
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

綛　

田　

春　

美
（
高
女
2１
期
）

・
国
擧
げ
て
戦
へ
る
と
い
ふ
に
乙
女
ら
は

　
　
　
　
　
　

桃
の
花
か
ざ
し 

雛 

祭
り
ぬ

・
務
め
終
へ
担
が
れ
て
ゆ
く
田
の
案
山
子

　
　
　
　
　
　

来
る
年
ま
で
を
い
づ
く
に
眠
る

・
返
し
た
き
言
葉
ひ
と
先
づ
呑
み
込
む
も

　
　
　
　
　
　

歳
古
り
て
得
し
ひ
と
つ
の
技
量

崎　

山　

恵
美
子
（
高
女
２３
期
）

・
い
に
し
へ
の
有
田
高
女
の
門
に
立
つ

　
　
　
　
　
　

さ
さ
や
か
な
り
し
乙
女
の
し
あ
わ
せ

楠　

本　

弘　

子
（
高
女
２８
期
）

・
熱
戦
の
明
暗
分
け
る
汗
の
貎名　

島　

靖　

子
（
高
女
２６
期
）

・
霧
の
海
連
山
島
と
な
り
て
浮
くひ

い
な

『
編
集
後
記
』

◎
明
恵
上
人
の
紀
州
八
所
遺
跡
を
巡
り
ま
し

た
。
明
恵
上
人
（
高
弁
）
は
、
鎌
倉
仏
教
界

の
高
僧
で
京
都
栂
尾
の
高
山
寺
を
創
立
し
ま

し
た
。
歓
喜
寺
に
生
ま
れ
23
歳
か
ら
38
歳
ま

で
の
間
、
京
都
か
ら
し
ば
し
ば
有
田
に
戻
り

厳
し
い
修
業
を
行
い
ま
し
た
。
遺
跡
は
、
い

ず
れ
も
有
田
川
沿
い
の
高
台
に
位
置
し
て

い
る
た
め
そ
こ
か
ら
の
眺
め
は
素
晴
ら
し

い
。
栖
原
の
施
無
畏
寺
の
山
上
に
あ
る

西
白
上
遺
跡
か
ら
は
、
湯
浅
湾
が
一
望

で
き
ま
す
。

　

有
田
に
は
、
熊
野
古
道
な
ど
名
所

旧
跡
が
多
く
あ
り
、
各
自
治
体
か
ら
見
学
ガ

イ
ド
（
パ
ン
フ
）
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
日

頃
か
ら
の
運
動
不
足
解
消
を
兼
ね
て
、
知
っ

て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
名
所
を
散
策
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

◆
ご
献
金
に
感
謝

・
有
田
高
女
同
窓
会
様

　
　
　

永
ら
く
の
ご
支
援

　
　
　
　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
高
37
期
同
窓
会
様

絆 絆 
放
送
演
劇
部
の
巻

部活OB・OGたちの 

▶ご投稿お待ちしています。〒643-0004  湯浅町湯浅1985　耐久高等学校・同窓会事務局 TEL（0737）62-4148


